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Windows でのファイル検索 
 Antinny による被害状況の確認などを行う際に、パソコン内にあるファイルを検索する場合には、以

下の手順を参考として実施してください。なお、以下の検索などを行う前に、ＬＡＮケーブルを抜く、

無線ＬＡＮデバイスを無効にするなどの措置をとり、インターネットからパソコンを切断しておくこと

をお勧めします。 

 

 手順１～３ 

  すべてのファイルとフォルダを対象に検索するための準備作業 

 手順４～６ 

  検索作業 

 

※ ２及び３の作業で設定を変更します。設定を元に戻す必要がある場合は、設定を変更する前に現在

の設定状況をメモするなどして、作業完了後に設定を戻せるようにしてください。 

※ 以下の手順は WindowsXP を例として紹介しています。 

 

１ コントロールパネルを開きます。 

 

 

１－①「スタート」ボタンをクリ

ックし、メニューを開きます。 

１－②「コントロールパネル」を

選択し、コントロールパネルを

開きます。 
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２ フォルダオプションを設定します。 

１の作業を実施すると以下のようなコントロールパネルが開きます。 

 

 

 

２－①「デスクトップの表示とテ

ーマ」を選択します。 

２－②「フォルダ オプション」

を選択します。 
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３ 隠しファイル等を表示するように設定します。 

２の作業を実施すると以下のようなフォルダオプションを設定するウィンドウが開きます。 

 

３－①「表示」タブを選択します。
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※ ファイルの種類を確

実に確認するために、

この項目は常にチェッ

クマークをはずしてお

くことをお勧めしま

す。 

３－②「全てのファイルとフォル

ダを表示する」の項目を選択し

ます。 

３－③「登録されている拡張子は

表示しない」の項目のチェック

マークをはずします。 
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※ 操作ミスによる不具

合の発生を防止するた

め、作業終了後に、こ

のチェックマークを付

けておくことをお勧め

します。 

３－④「保護されたオペレーティ

ングシステムファイルを表示

しない」の項目のチェックマー

クをはずします。 

３－⑤このような警告が表示さ

れますので、文面を確認の上、

「はい」を選択する。 
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３－⑥「適用」ボタンをクリック

します。 

３－⑦「ＯＫ」ボタンをクリック

します。 
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４ 検索ウィンドウを開きます。 

 

 

４－①「スタート」ボタンをクリ

ックし、メニューを開きます。 

４－②「検索」を選択し、検索ウ

ィンドウを開きます。 
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５ 検索を実施します。 

 ４の作業を実施すると以下のような検索ウィンドウが開きます。 

 

 

 

 

５－①「ファイルとフォルダすべ

て」を選択します。 

５－②「ファイル名のすべてまたは一部」の欄に検

索したいファイル名を入力します。この例では

「Winny」と入力されていますので、ファイル名に

「Winny」が含まれるファイルを検索します。 

５－③「探す場所」の欄で検索したい場所を選択し

ます。内蔵ハードディスク、外付けハードディス

ク、ＵＳＢメモリなどこのコンピュータを接続し

た可能性のある記憶装置すべてについて検索する

ことをお勧めします。 

５－④「詳細設定オプション」の右側のボタンをク

リックします。 



資料３ 

一般職員向け資料 

 9

 

 

６ 検索結果を確認する。 

 該当するファイルやフォルダがあれば、ウィンドウ内に表示されますので、探したいファイルがあ

るか否か確認しましょう。このとき、表示されているファイルの「名前」の欄を左クリック（または

ダブルクリック）すると当該ファイルが実行されたり、表示されたりしますので、くれぐれも慎重に

マウス等を操作してください。 

５－⑤「隠しファイルとフォルダの検索」の項目を

クリックし、チェックマークを付けます。 

５－⑥「検索」ボタンをクリックし、検索を開始し

ます。 


